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（注意点）
※アカウント作成の際は、学内LANの環境下（IP認証下）で作業してください。
※すでにWeb of Science のアカウントをお持ちの場合、EndNoteでも同じ
アカウントを使用できますので、再度アカウント作成する必要はありません。

名古屋大学様

2018年12月25/26日開催 EndNote basic講習会 受講者様向け事
前準備のお願い

以下2点の事前準備を講習会前に済ませておいていただけますと、当日

スムーズにご受講いただけます。

手順は本資料に記載しております。

１．アカウント作成

（すでにお持ち方は必要ありません。）

２．Microsoft Office Wordにプラグイン機能CWYWをインストール

（インストール済みの方・Wordをお使いでない方は必要ありません）
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EndNote basic ご使用の準備（アクセス）

①

①名古屋大学附属図書館のHPから
「資料を探す」＞電子リソース（学内者向け）＞データベース、をクリック。

②開いたページ＝データベース案内にて、下方の「文献管理ツール」をクリック。
（次ページ参照。）
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②

③”Web of Science”の文字列をクリック。
“Web of Science”が開きますので、次ページを参考に
アカウントを作成してください。
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Step 1
登録

Step 2
メール

アドレス
の入力

Step 3
入力した
メールア
ドレスに
コードが

届く

Step 4
コードを

入力
95UowI

1sun%moon@clarivate.com

Clarivate Analytics
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1sun%moon@cla

1sun%moon@cla

１．アカウントの作成（サインインの準備）

開いた”Web of Science”の画面上部から操作してください
④

⑤
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例

1sun%moon

パスワードのガイドラインに沿い必要項目を入れる。

このメッセージが出たら登録完了！

Step 5
自分の情報の入力

パスワードのガイドライン

8文字以上(スペースなし)で次の文字を含む：

⁃少なくとも1つの数字：0～9

⁃少なくとも1つのアルファベット、大文字と小文字を区別

⁃少なくとも1つの記号： :! @ # $ % ^ * ( ) ~ `{ } [ ] | & _

例：1sun%moon

Step 6
登録完了
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開いたEndNote画面で、作成したアカウントを使ってサインインしてください。

Web of Scienceの上部メニューから
”EndNote”をクリック。 my.endnote.com 

もしくは(↓)のURLにアクセス

サインインできるかどうか確認しておきましょう

下図のように、Web of Scienceの上部メニューからEndNoteを開きます。
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１．学外でいつでもどこでも（要ネット環境）Web of ScienceやEndNote basic
を使えます。（半年に1回IP認証下でログインしていただく必要があります。）

２．検索結果を保存して、いつでも再開できます。

３．検索アラートを設定して、定期的に最新の検索結果をメールで受け取れます。

４．引用アラートを設定して、気になる論文（ご自分の論文など）が新しく
他の論文に引用されたときにメールを受け取れます。

参考：ユーザー登録（アカウント作成）のメリット
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※プラグインCWYWは、引用文献リストの作成だけでなく、PubMedなどの外部データベースからダイレクト
に書誌事項を取り込む際にも必要です。

Windows版かMac版かを選んでダウンロードしてください
（”～をダウンロード”という青い文字列をクリックしてください）

２．プラグインCWYWをインストール

①EndNoteにアクセスし、上部メニューから”ダウンロード”をクリック。

②画面左側の”CWYW”において、ご自分のPCに合うものをダウンロード。

③インストール後、ご自分のMicrosoft Office WordにEndNoteプラグインが追加されたことを

確認（次ページ参照）。
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CWYWがダウンロード＆インストールされると
Microsoft Office Wordに”EndNote”メニューが追加されます

※Officeのバージョン、WindowsかMacかでも見え方は異なりますので、
必ずしも上図と同一とは限りません。表示されない場合、次ページへ。
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もし、CWYWをインストールしたのに、Word上で『EndNote』メニューが
見つからない場合・・・

アドインが無効になっているかもしれません。以下の1~6のステップを
お試しください。

1. Word を開く。
2. File > オプション で Wordのオプション を開く。
3. 左側のメニューで、「アドイン」をクリック 。
4. 一番下の「管理」で「使用できないアイテム」を選択し、「設定」を

クリック 。
5. この中のEndNote のCWYWを選択し、「有効にする」をクリック。
6. Wordを一旦閉じ、再度立ち上げてご確認ください。

※上記ステップ5でリストにCYWYが見当たらない場合、CWYＷを
再インストールください。



クラリベイト・アナリティクス

学術情報事業部

〒107-6119 東京都港区赤坂5丁目2番20号 赤坂パークビル19階

Tel: 03-4589-3102 Fax: 03-4589-3240

Japan.gainquiry@clarivate.com




